
命 は 守 ら れ た ！
私たちの取り組みで確保された安全

名古屋地本はこの間、大垣運輸区の運転士が行っている名古屋駅５番線での出

区点検が危険であることから会社に申し入れを行ってきました。業務委員会（H2

6.9.2)を開催し会社に改善を求めてきました。しかし会社は作業の変更を行いま

せんでした。私たちはこれでは運転士の生命が危険にさらされるとの思いから、

あらゆる取り組みを行ってきました。その一つが中部運輸局に事故が起きる前に

改善をするように要請を行いました。さらに国土交通省厚労省との要請行動にお

いても現場の実情を訴えてきました。

作業の変更される
ついに３月に入って大垣運輸区の床下点検がホーム側に変更されました。とり

あえずは危険ひとつが回避されましたが、歯止めの撤去時などに触車の危険が残

っています。会社は相変わらず労働組合の声に耳を貸しませんが、私たちは職場

の安全と働く者の命を守るためこれからも奮闘してゆきます。
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名古屋駅５番ホーム、隣の４番ホーム

を貨物列車が通過します。安全柵も

危険を回避するロープすらありません。

ＪＲ東海の運転士のみならず貨物会

社の運転士からも危険性が指摘され

ています。


